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検査結果が 空腹時血糖126mg/dL以上 または

2時間値200mg/dL以上 と HbA1c 6 .5％

以上で糖尿病と診断されます。

初診で糖尿病が疑われる際、血糖値の変化などを調べる

75gOGTT（ブドウ糖負荷試験）という検査を行います。

検査方法は、75gのブドウ糖水を飲み、負荷前と負荷後、

30、60、90、120分に採血を行い、血糖値を測定します。



糖尿病患者さんへのワンポイントアドバイス糖尿病の検査

検 査 内 容 正常

空 腹 時 血 糖 朝食前の空腹時に測定した血糖値 110
mg/dL未満

随 時 血 糖 食事時間とは無関係に測定した血糖値 140
mg/dL未満

尿 検 査 尿の中の糖分を調べる検査 陰性

H b A 1 c
赤 血 球 の ヘ モ グ ロ ビ ン に 、 ブ ド ウ 糖 が
結合している割合をみる検査
過去1～2ヶ月の平均血糖値を反映

4.6～
6.2％

グリコアルブミン

（ G A ）

血液中のアルブミンに、ブドウ糖が結合している
割合をみる検査
過去2週間の平均血糖値を反映

11.6～
16.4％

当院では、糖尿病の検査を以下の検査項目で行っています。

合併症予防の観点からＨｂＡ１ｃの目標値を７.０％未満とします。対応する

血糖値としては、空腹時血糖値１３０mg/dL未満、食後2時間血糖値１８０

mg/dL未満をおおよその目安とします。


